
 

教科等横断型授業 「理科」×「家庭科」 
学習指導案 

ＳＤＧｓでの課題 ＳＤＧｓの番号（１３番）「 気候変動に具体的な対策を 」 

実社会での課題 

近年、線状降水帯の発生や台風の大型化により水害が全国各地で発生している。今年は

東北地方でも梅雨前線の活動が活発になり浸水などの被害が発生した。南予地域も平成30

年の豪雨災害を経験しており、災害発生はとても身近な問題である。 

生徒に身に付けさ

せたい資質・能力 

将来身近な場所で災害が発生し、避難所生活を余儀なくされたときのためにどのような準

備が必要なのか、さまざまな立場に立って考える力を養う。また実際に各家庭で準備したり、

将来行政などに働きかけたりする行動力を身に付けさせる。 

主題（教材） 避難所生活について考える 
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自然災害が多発するようになり、将

来避難所生活を余儀なくされることも

あることを理解する。 
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〇 近年線状降水帯の発生や台 

 風にともなう水害が多発して 

いることを理解させる。 

〇電子黒板 
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１ 宇和島市では、避難所生活のため

に水やパックご飯などを備蓄してい

ることを理解させる。 

 

２ 班に分かれて、いろんな立場でど 

 のような物資がどれくらい必要なの

か考え話し合う。 

 

 

３ 班別に発表し、意見交換を行う。 

 

 

 

４ 意見交換を取りまとめた結果と、 

 宇和島市の備蓄状況を比較し、個人

で準備する必要のあるものについて

考え、発表する。 
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〇 宇和島市の資料等で確認さ

せる。 

 

 

〇 宇和島市では災害発生後物

資が届くまで３～７日かかる

と想定していることに留意さ

せる。【家庭科】 

 

〇 班員だけでは気付かなかっ

た視点を他班から引き出せる

よう留意する。【家庭科】 

 

〇 個人や家庭での備えが必要 

であることを理解させる。 

〇生徒用端末 

 

 

 

〇生徒用端末 

 

 

 

 

〇電子黒板 

 

 

 

〇生徒用端末 

整  

 
理 

 災害対策を自分のこととして考える

ことができ、今後の備えに対する意識

を高めることができたか確認する。 
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〇 普段から防災について意識

することが大切であることを

確認させる。 
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